
[bookmark: _GoBack]合同打合せ会議資料(9月24日案)
日時　平成27年9月26日(土)午後1:30～
場所　取手グリーンスポーツセンター2F会議室

議題
1． 県南弓道大会
(1) 現状報告
全体参加申し込み者数　
係員可能者数

(2) 前回までの議論の確認
立順と係の割り振りに関しては委員長に一任する。
(ご確認お願いします)

(3) 協議
a)記録方式を下記のように変更したい。
記録係はパソコンへの電子記録のみとし、バックアップの手書きの記録は看的係が記録する。問題がなければパソコンの記録を最終記録とするが、大会中に齟齬が発覚した場合は看的係の記録を正とする。
利点：看的係の的前審判(団)の判定を正確に残せる。記録の人数を減らせる。

b)係名等の変更を行いたい
*理由
前日～当日朝の準備は
的前の準備(的と幕、的中表示板の準備)、射場の準備(記録用の机と立ち位置表示板の準備、掲示板や鏡の片づけ)、射場外の準備(射場出入り口の扉撤去、控えの椅子の準備、掲示板の準備、GS玄関外の看板の準備)
当日朝は
受付、駐車場案内、開門前門番、靴袋配布、接待、総務会計
当日競技中は
召集、進行、看的、記録、総務会計、会場
などと、異なる役割が異なる人数必要とされる。また、順位決定戦では、必要とされる人数が変わる。さらに、召集、進行、看的の中には審判を兼ねる人が必要だが、審判は当該規則がよくわかっている人でないといけない。
昨年までは駐車場案内や開門前門番、靴袋配布などは終わった後、手がすいていたと推測される。
なので、前日準備は全員でやるとして現場で委員長が班長を割り振るとしても、当日の開会式直前までの係と、開会式中からの係を分離したい。
また、順位決定戦では、進行(遠近の矢の受け取り手)を増やす。
それと、審判を明示する。

*具体的な案
朝の係
接待(3人)、受付(4人)、駐車場案内(4人)、開門前門番(1人)、靴袋配布(3人)、的前準備(13人)、射場準備(13人)、射場外準備(12人)、会計(2人)(受付脇で待機、現金受け取りなど)、記録準備(記録用PCの準備など)(3人)、委員長副委員長(2人)
競技中の係
接待(3人)、召集(7人)、進行(4人)、看的(15人)、記録(7人)、会計(2人) (弁当会計など)、会場・総務(20人)(掲示、PC対応、弁当配布、救急救護、揮毫など)、委員長副委員長(2人)
会場係は、PC対応や揮毫などを除いて順位決定戦になったら進行などに合流する。その際、遠近競射の矢の受け取り方など仕事の仕方は事前に理解しておいてもらう。
審判：弓具審判(召集のうち3名程度)、射場審判(進行全員4人)、的前審判(看的の中から3名程度)

c)弁当発注数について
参加申し込み者から10人減で発注し、当日キャンセル分に充てたい。万一弁当不足の時は、コンビニ等で調達してきて、役員の弁当としたい。

d)異議申し立てに関しての周知をしたい
選手からの異議申し立ては、基本的に矢を抜く前までに受付である。また、審判か進行に申し立てる。それでも不服の場合は運行委員長か審判委員長に上申するとある。
通常は、射手の近くにいるのは進行(射場審判を兼ねているかもしれないが)であるので、進行に言うことになる。また、運行委員長も審判委員長も本大会だと実行委員長兼務であろう。実行委員長か副実行委員長は常に畳の上に居て、対応できる必要があるように思う。
そして、異議は原則としてまず進行に伝えるようにしたい。
そのため、前日準備の際に、選手等から異議のあった場合は「進行に言ってほしい」と選手に伝えるよう、役員全員に周知する。
競技進行の滞りになるといけないので、進行も委員長もすぐに決定できるように心構えしておくよう伝えておきたい。進行と委員長、副委員長は規則をよく読んで理解しておく。

e)開会式について確認
委員長、副委員長(司会)は開会式運営のため開会式に行く。
開会式の裏の打合せには受付4名と召集、進行、看的、記録の係長で行う。受付が出欠選手変更について報告し、進行係長が立の区切りなどについて決定する。
各係長が係員に周知する。
という形でよいか？

(4) 今後の日程
10月4日までにプログラムと係の内定。問題がなければ9日までに印刷配布。
17日が準備のため14時集。実行委員が先に集まる必要はないか？

2． その他
(1) 次回打合せ
追儺射会などの打合せ日程について

